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研究成果の概要（和文）：われわれが持つ多様な知識を集約・活用するための電子会議

システムを実現するための会議プロセスを設計した．まず，知識論の概念を考慮し

た会議プロセスや集合知の成立条件を考慮した会議プロセスを提案し，その会議プ

ロセスを支援するための電子会議システムを開発した．そして，集合知の成立条件

を考慮した会議プロセスの有効性を，被験者実験を通して検討した．その結果，集

約性の高い意見データを用いた会議の結果がよいことがわかった． 

 
 
研究成果の概要（英文）： The meeting process for collecting and utilizing diversity of 
our ideas have been designed to support problem solving in electronic conferencing systems. 
The meeting process is constructed on a concept of epistemology or on the conditions of 
“Wisdom of Crowds”. We developed the electronic conferencing system to support the 
process and demonstrated the effectiveness of the design process on the conditions through 
the laboratory experiments. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年，ICT を用いた人間の知的創造活動支
援が研究領域として重要となっている．日本
では発想支援システムの名称で開始され，企
業組織の知識経営への適用が検討されてい

る．米国ではイノベーション支援も含めた
CreativeIT という国際科学基金(NSF)の研究
プログラムが始動している． 
 われわれの知性を集約・活用できる協創メ
ディアは情報通信技術（ICT）の大きな目標
であり，知識基盤社会を支える科学技術とし
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て重要である．その代表システムとして，
人々の問題解決や意思決定を支援する電子
会議システムがある．電子会議システムは複
数の人々の意見を取り入れることによって，
よりよい結果を得ることができると期待さ
れる． 
 しかしながら，社会心理学における創造技
法（ブレインストーミング）などの研究では，
必ずしも，三人寄れば文殊の知恵的な効果は
得られないという結果が提出されてきた．こ
のような結果の原因として，グループがもつ
知識が有効に活用されていないという問題
があり，本研究の課題とすることとした． 
 
２．研究の目的 
 
 電子会議システムの理想は参加者全員が
もつ知識を活かした会議を実現することで
ある(この参加者全員の知識を活かした状態
を‘グループ知’と名付ける)． 
 本研究では，この理想に近づくための電子
会議システム設計を示し，その効果を研究室
実験によって定量的に明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では，グループの人々の意見集約を
実現するための電子会議システムの設計と
して，グループ知を実現する仮説プロセスを
提案し，そのプロセスを支援するシステムを
開発する．このシステムを用いた共同作業実
験を行い，仮説検証に基づいた設計方法をま
とめる． 
 最初に，基本的な会議プロセスをもとにグ
ループ知を実現するための会議プロセスを
提案する．基本的な会議プロセスとして我々
が過去に用いてきた分散協調型 KJ 法のプロ
セスを使用する．このプロセスは，衆知を集
める発想法として知られ，1960 年代に，日本
の企業組織に広く普及した発想技法である
KJ 法を，グループウェア向けに調整したもの
である．そのプロセスは，アイデアを出す，
アイデアを構造化する，文章化・評価する，
という三段階である．このプロセスは代表的
な 電 子 会 議 シ ス テ ム 研 究 で あ る
Cognoter(Xerox PARC) や GDSS(Arizona 
Univ.)で採用されたものと近いプロセスで
あり，会議システムの支援プロセスとして一
般性が高い． 
 次に，提案プロセスを支援できる会議シス
テムを開発する．これには，我々が開発
してきた分散協調型 KJ 法支援グループ
ウェア KUSANAGI 上に提案プロセスを実
装することで実現する． 図１のように
KUSNAGI を用いると分散環境で基本的な会議
プロセスを用いた共同作業が行える． 
 

図１．分散協調型 KJ 法支援グループウェア
KUSANAGI の利用画面 
 
 最後に，開発したシステムを用いて提案プ
ロセスの効果を調べるための研究室実験を
行う．その際，我々が過去の各種グループウ
ェア研究で開発してきた定量的／定性的評
価手法や蓄積された実験データを用いる． 
 
４．研究成果 
 
 グループ知を作るための電子会議システ
ムを実現するために，２通りの会議プロセス
を設計し，そのプロセスを支援できるシステ
ムを実現した．特に，集合知に着目した設計
において，研究室実験を通して，その効果を
定量的に明らかにした．その結果，グループ
知を作るための電子会議設計に有効な会議
プロセスを示すことができた． 
 以下に，具体内容を示す． 
 
（１）会議プロセスの設計 
①知識論に基づく設計 
 参加者の知識を総動員できる知識プ
ロセスを検討するために人間協力の基
本である対話と知識の関係に注目した．
具体的には，分析哲学者 D. Davidson
によって，人間同士の会話を理解するた
めに必要とされる三種類の知識（主観的
知識，間主観的知識，客観的知識）とい
う概念を用いたプロセスを設計した． 
 このプロセスでは，３つの段階を踏む
ことによって知識を結集したグループ
知を作り出す流れを実現する．最初は， 
個別作業により，各参加者の知識を作業
に反映する．次に，参加者は他参加者の
作業結果について検証を行い，他の参加
者に関する知識を作る．最後に，これま
での結果を統合した共同作業を行い，
我々の知識と呼べる結果を作り出す． 
②集合知に着目した設計 
 社会心理学実験によって問題点が指
摘され続けた「三人寄れば文珠の知恵」



 

 

を越えるために，「十数人寄れば文珠の
知恵」を目的とした会議プロセスを設計
した．多くの人々の知識を活用するとい
う立場からインターネットで機能して
いる集合知の概念を活用した． 
 集 合 知 の 成 功 条 件 と し て
Surowiecki,J によって整理された４条
件（多様性，独立性，分散性と集約性）
を考慮した会議プロセスを図２に示す．
基本プロセスである分散協調型 KJ 法を
複数のグループで行い，それらの意見を
用いた集合知型の会議を行う．ただし，
集合知型の会議では，すべての意見を使
用する場合とすぐれた意見を使用する
場合の二通り設計した． 
 

図２．集合知条件を考慮した会議プロセ
ス 
 
（２）開発システム 
 我々が開発してきた分散協調型 KJ 法
支援グループウェア KUSANAGI を発展さ
させて，提案プロセスを支援できる会議
システムを開発した．特に，個人で行う
共同作業や，それら結果を統合して取り
扱うために，既存会議データを追加して
利用できる機能を実装した． 
 その結果，十数台のクライアント計算
機を用いて過去に行われた複数回分の
結果を用いて，分散協調型 KJ 法を行え
るシステムが実現され，提案プロセスを
用いた会議が行えるシステムを実現し
た． 
 
（３）提案プロセスの検証 
 開発システムを用いて集合知に着目
した会議プロセスについて検証した．具
体的には，３人のグループを４グループ
作り，４グループで出された意見がどの
ように使われると最後の結論がよくな
るかどうかを調べた．また，会議で出さ
れた意見データ，および，そのグループ
化データ，そして結論として書かれたま
とめ文章との関係を検討した． 
 その結果より，得られた知見は以下の
通りである． 
・多くの意見を利用，かつ，集約性の高

い会議技法において，まとめ文章の結果
がよい． 
・集約性の高い会議技法の参加者は元意
見データに関係がない途中参加者でも
よい結果を導ける可能性がある． 
・文章内容がよいものほど，集合知成立
の４条件を満たすデータ関係がある． 
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